
■活動発表（14:50～16:00）

日時 ：令和２年９月２０日(日) １３：００～１６：００ （受付１２：３０～）

会場 ：建部町文化センター 小ホール 定員 約５０名

○就実・森の学校 岡山市中区地内 ○和桜会 新見市哲多町地内

過疎化によって手が入らず山間地は荒廃が進んで

います。里山環境保全と地域の活性化はセットです。

１０年ほど前より「野の花観察会」「植林」を通じて都

市部の人と交流してきました。この中から定住する人

も出てきています。今後もこうした活動を続けていき

たいと思っています。

学校林である「就実・森の学校」での自然体験

の状況及び平成２３年から足かけ１０年にわたる

赤松（モモタロウマツ）林の再生の様子を紹介し

ます。

また、令和２年度から始めたコバノミツバツツジ

の再生・増殖についても紹介します。

活動発表会参加者募集

■講演（13:10～14:40）

講師 岡山大学大学院環境生命科学研究科、環境生態学講座

教授 嶋 一徹 （しま かずとお） 氏

「緑のダム」ってどんなものか？

参加費無料

展示物：森の学校紹介パネル 展示物：活動状況写真

令和２年度
おかやま森づくりサポートセンター

略歴
昭和３６年７月２日生まれ

岡山大学大学院自然科学研究科博士後期課程修了、博士(農学)の学位取得。

平成5年日本学術振興会・特別研究員、平成7年岡山大学農学部・助手、平成12年 同・准教授を経て現職。

日本森林学会正会員、日本緑化工学会正会員、日本土壌肥料学会正会員。

岡山県環境審議会委員、 公益財団法人おかやま環境ネットワーク理事

講演の要旨
「森林は緑のダムである」と言われています。では「緑のダム」とはどんなものでしょうか？

「降った雨を蓄えて，ゆっくりと流し出す機能」は、「洪水緩和機能」や「渇水緩和機能」と同じことを意味しているように

聞こえますが、実は両者の意味は微妙に異なっており、「緑のダム」という言葉をどちらの意味で使うかで，その評価

も違ってきます。また、放置人工林を広葉樹の森へ転換したり、荒廃した森林の整備を行えば、豪雨時にも洪水緩和

機能が発揮されると言われております。それはどのようなメカニズムでしょうか？また、手入れをすれば本当に洪水

がなくなるのでしょか？森林に降った雨の行方と森林土壌の構造などから、水源涵養機能について考えてみたいと

思います。



　岡山市北区建部町建部上８９９
　・電話番号　086-722-9111
　・駐車場　約130台　
　・最寄り駅　JR建部駅　JR福渡駅
 （会場までタクシー5分、徒歩20分）

・参加申込書（申込み締切　９月１０日（木））
必要事項をご記入の上、郵送、FAX又はE-mailにてお送りください。

※新型コロナ感染症対策のため、マスク
の着用をお願いします。

　建部町文化センター

所属団体 住所 電話氏名

受　付

開　会

講　演

休　憩

活動発表

閉　会 16:00

14：50～16：00 ２団体

主催者挨拶等13:00

12:30～

13：10～14：40

★問合せ及び申込先
申込みは郵送、FAX又はE-mailでお願いします。

〒７１０－８５３０ 倉敷市羽島１０８３

備中地区林務団体事務局内

おかやま森づくりサポートセンター（運営：岡山県倉敷地区猟友会）

TEL・FAX:086-441-8278 E-mail:morisapo@joy.ocn.ne.jp

・会場・日程（予定）


